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《アマチュア》

5月13日（土）～14日（日）

5月19日（金）～21日（日）

5月20日（土）～21日（日）

6月2日（金）～4日（日）

6月2日（金）～4日（日）

6月9日（金）～11日（日）

6月10日（土）～11日（日）

6月10日（土）～11日（日）

《プロ・オープン》

5月27日（土）～28日（日）

5月31日（水）

6月6日（火）

6月10日（土）～11日（日）

NBF 第48回西日本選手権

JBC NHK杯 第56回全日本選抜選手権

NBF第48回東日本選手権

JBC 第35回オールジャパンレディス

第55回BPAJ全国競技大会

JBC 経済産業大臣杯 第49回全日本実業団産業別選手権

ABBF 第49回東日本選手権

ABBF 第23回中日本選手権

Glicoセブンティーンアイス杯 第10回プロアマ

ラウンドワンGCB2023予選ラウンドG

2023下半期女子出場優先順位決定戦

スカイＡカップ 2023レディース新人戦

開催日   大会名　　 　　  開催センター

ユーズボウル津山（岡山）

新狭山グランドボウル（埼玉）

弘前ファミリーボウル（青森）

パークレーン高崎（群馬）

厚別パークボウル（北海道）

浜松毎日ボウル（静岡）

川崎グランドボウル（神奈川）

百万石リゾートレーン（石川）

名古屋グランドボウル（愛知）

ラウンドワン札幌・白石本通店（北海道）

稲沢グランドボウル（愛知）

ボウリング王国スポルト八景店（神奈川）▲大会関係者と出場プロの記念写真。前列左から2人目がフォーデイズ社の和田佳子社長、同3人目が優勝の前屋

▲男女優勝者。全国大会初Ｖの西本選手（左）は「難しいレーンだったが、気
負いなく投球できた」、大会2連覇の河津選手は「自分らしいボウリングができ
た」とそれぞれコメント（©NBF）

日本ボウラーズ連盟（NBF／
白石雅俊理事長）主催の「2023
オールジャパンボウリングフェ
スティバル」が4月15・16の
両日、山口県萩市のユーズボウ
ル萩で行われた。NBFが同所
で全国大会を開催するのは、
2014年の西日本選手権以来9
年ぶり。
今大会には男子80名・女子

35名の会員ボウラーが参加。
競技はハンディキャップありの
シングルス戦で、男女とも予選
9Ｇ・決勝3Ｇの12Ｇトータル
で優勝が争われた。

その結果、女子は小学3年生
の河津璃音選手（大阪）が
2663（スクラッチ1595）の
スコアで大会2連覇を達成。ハ
ンデは1Ｇ89と前年より28ピ
ン減らしており、2546（同
1622）で2位の榎本かづ美選
手（和歌山）に100ピン以上の
差をつけての優勝で実力アップ
を証明した。

2023オールジャパンボウリングフェスティバル

ジャパンレディースボウリン
グクラブ（JLBC／石井利枝会
長）主催の「第1回JLBCオープ
ンフォーデイズ杯チャリティー
ボウリング大会」（JPBA承認試
合／特別協賛：フォーデイズ株
式会社）が4月8日、品川プリン
スホテルBCにプロ50名・アマ
155名の選手が参加して盛況
裡に開催された。

都内豊島区の池袋さくらクリ
ニックは4月18日、プロボウ
ラーの森彩奈江（40期／フリー
＝右下写真）と「ウェルネス＆
ビューティー パートナーシッ
プ」を締結し、同21日にニュー
スリリースした。
今回のパートナーシップ締結

は、同クリニック院長の倉田大
輔氏と森が明治大学の同窓生と
いう縁をきっかけに実現したも
の。両者は対外情報発信におけ
るコラボレーションや、ボウリ
ングの健康及び美容効果に関す
る共同調査研究などを行ってい
くという。無論、森自身も「健

康及び美容に関する」各種アド
バイスや施術を受けることにな
り、今後、公私両面でどのよう
な変貌を遂げていくのか、ファ
ンならずとも楽しみだ。

4月15 ・ 16日　ユーズボウル萩

小3の河津璃音選手が大会2連覇！

一方の男子は、予選6位で決
勝に進出した西本英一選手（和
歌山）が、上位選手が軒並みス
コアを崩すなか3Ｇ655でまと
め、トータル2521（同2161）
でうれしい初優勝を飾った。
また、今大会では参加賞とし
て白石理事長のイラストが描か
れた特製キーホルダー（左写真）
が出場選手全員に贈られた。

浅田梨奈が株式会社BELLの契約プロに
JPBA51期生の鈴木馨が代
表を務め、ボウリングイベント
の企画・運営などを手がける株
式会社BELLが、4月1日より
新たに浅田梨奈を契約プロとし
て迎え入れた。
同社は昨年、新設の男子プロ
公式戦「ウェッブアイカップ
2022」の主管運営に携わった
ことで話題になったが、プロボ
ウラーのマネジメント及びプロ
モートも行っており、本紙連載
でもお馴染みの棚橋孝太をはじ
め、吉田文啓、須田毅、堀ノ内
智大の4名が契約プロとして名
を連ねている。
「プロ活動のサポート
契約で、自社の企画イ
ベントに参加してもらっ
たり、たくさんのスポン
サー企業様に応援をお
願いして、浅田プロがさ
らに活躍できるように
お手伝いしていきます。

彼女にBELLのワッペンを付け
て活動してもらうことは、鈴木
個人のスポンサーにもメリット
がありますから」と鈴木代表。
浅田は2015年プロ入りの

48期生。同期の女子は19人い
て、優勝4回の久保田彩花、川
﨑由意を筆頭に内藤真由美、山
田幸、宇山侑花と、すでに5名
のタイトルホルダーを輩出して
いる。浅田もコンスタントに上
位の成績を収めてはいるもの
の、いまだ優勝はなく、BELL
のサポートを得て今後の飛躍が
期待される。

第1回フォーデイズ杯チャリティー大会

競技はプロ・アマ部門別のシ
ングルス戦。予選6Ｇ・準決勝
3Ｇを経て上位各3名が1Ｇ
マッチの決勝ステップラダーに
て優勝を争い、プロの部は前屋
瑠美（47期／フリー）、アマの
部は黒木和哉選手（春日部ター
キーボウル）が記念すべき第1
回大会の覇者となった。
今大会は東日本大震災被災

児童の自立支援を目途としてお
り、入場料の全額を含む33万
750円の募金がSupport Our 
Kidsプロジェクトに寄付され
たほか、小学生最上位の國分美
桜里選手（VEGAボウル郡山／
総合109位）、同中学生の山中
麗選手（春日部ターキーボウル
／総合13位）もそれぞれ優勝者
として表彰された。

男子・西本英一選手は初Ⅴ

4月8日　品川プリンスホテルBC

前屋留美が新設の承認大会を制す

森彩奈江は美容クリニックと
                  パートナーシップを締結

▲浅田梨奈（左）と鈴木馨代表
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